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遺品整理業に関する社会学的考察
－死と死別に関する新たな専門業種の登場から－
藤 井 亮 佑＊
はじめに
本稿の目的は、遺品整理業が登場する社会的背景を整理するとともに遺品が残されることにある
問題点を検討することである。
近年では、「エンディング産業展」のような
葬祭業や霊園産業などの事業者が集う企業展示
会が開かれるなど人の死に関する産業界の活動
が精力的にみられる（図 11）。大村英昭・井上
俊（2013）は死に関する産業が登場することを
「死の産業化」として取り上げている。ここで
は葬儀のような死者儀礼が商品として提供され
ることに着目されている。だが、人の死を契機
とする問題はそれら死者儀礼に限られることで
はない。所有者の死によって現れてしまう遺品
の処理が商品化され登場していることについて
も考える必要がある。遺品整理業とは、遺品の処理を専門とする業種である。この遺品整理業につ
いての社会学的研究はいまだ少ないが、本稿は死の新たな問題としてこの遺品の処理の産業化に着
目する。
本稿では、1）2000年代以降に顕著になる遺品整理業に関する文献の調査から、いかにして遺品
整理業が登場したのかについて多面的な要因を精査し、2）遺品整理業へのフィールド調査を通し
て、彼らが行う遺品整理という業務を描き出していく2）。まず遺品整理業が表象される文献（新聞
記事、小説、ドラマ、映画など）にもあたるなかで、彼らの新業種としての成立過程を整理する。
また、遺品整理業者への調査から、現状の彼らの業務に期待される役割を捉える。そして、そのな
かで浮かび上がる遺品の問題点を提示する。
──────────────
＊関西学院大学大学院社会学研究科博士課程後期課程
１）2018年 8月 22日筆者撮影（場所：東京ビッグサイト）。
２）筆者はこれまでに遺品整理業が行う作業への参与観察から、エスノグラフィーを記した（藤井 2018,
2019）。
図 1 エンディング産業展会場の様子
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1．遺品整理業の登場
現在では、「遺品整理業」という業種名はウェブ上での電話番号検索で一つのカテゴリとして用
意され、事業者の検索が可能になっており、その事業名称の一般への定着がみられる。2016年に
は全国に「遺品整理業」として検索可能な事業者について表 1のように確認できた。これには遺品
整理専門の業者が、廃棄物産業やリサイクル業者としても名称を併記しているものも含めた。表 1
は、全国の都道府県別で遺品整理業者数の多いものから降順に並べたものである。1位の大阪府、
2位の福岡県、3位に東京都と並び、上位には都市が目立つ。
このように全国で遺品整理業を確認できるが、これらが登場する社会的背景を次にみていく。
まず遺品を処理することが遺族にとって課題となってきていたことが、次のオピニオン記事にあ
らわれていた。
──────────────
３）遺品整理業者数に関しては、実際に 1件ごとに当たることができ、計量が可能なものとして次のものを用
い、表を作成した。i タウンページ，2016，「全国の『遺品整理業』に関するお店・施設を探す」，i タウン
ページ，（2016年 7月 4日取得 http : //itp.ne.jp/result/?kw＝%88%E2%95i%90%AE%97%9D%8B%C6）．
表 13） 全国都道府県別「遺品整理業」数（2016年）
1 大阪府（256） 17 岡山県（44） 33 愛媛県（21）
2 福岡県（239） 18 鹿児島県（42） 34 福島県（20）
3 東京都（233） 19 青森県（41） 35 沖縄県（19）
4 神奈川県（152） 20 大分県（38） 〃 福井県（19）
5 北海道（150） 21 山口県（35） 〃 富山県（19）
6 愛知県（135） 22 石川県（34） 38 佐賀県（16）
7 埼玉県（131） 23 三重県（32） 〃 徳島県（16）
8 千葉県（107） 24 茨城県（31） 〃 滋賀県（16）
9 兵庫県（105） 25 長野県（30） 41 山形県（15）
10 静岡県（69） 26 奈良県（29） 42 高知県（14）
11 熊本県（57） 27 新潟県（28） 43 鳥取県（11）
12 長崎県（53） 〃 栃木県（28） 44 香川県（9）
13 群馬県（48） 29 和歌山県（26） 45 島根県（8）
14 宮城県（46） 〃 岐阜県（26） 〃 山梨県（8）
15 京都府（45） 31 岩手県（24） 〃 秋田県（8）
16 広島県（44） 32 宮崎県（23）
（左端の数字は順位、カッコ内は遺品整理業者数である。全国合計は 2600件）
関西学院大学 先端社会研究所紀要 第 16号
94
主婦 大枝晟子 57
（大阪府吹田市）
祖父母が、そして父母が次々と他界した。無人となった生家に帰ると、歳月の流れをいや応
なく感じ、寂りょう感が波のように押し寄せてくる。ここ二年ほどは、月に二回ほど高速道路
を二時間半かけて空き家の管理に帰っている。
閉め切った家の中はカビのにおいでむっとする。夏は特にひどい。すべての戸を思い切り開
け放ち、布団類を干し、窓ガラスを磨き、とにかく家の内外を寝る時間を惜しんで掃除する。
これから夏に向かって屋敷周りの草抜きは実に大変だ。幸いにも夫は畑作りが趣味なので、た
い肥を作って無農薬で四季おりおり食べ切れないほどの野菜を収穫している。夜、各部屋に明
かりをつけると、ふだん無人の家にもあたたかみがもどる。不思議なものだ。
昔の人はむやみに捨てるということをしなかったので、生家には祖父母の遺品、父母の遺品
が山ほどある。少しずつ焼いたり捨てたり整理しているが、遅々として進まない。とにかく私
の生きている限り、生家をいつも小ぎれいにして守り続けていきたい。いずれ廃家となるであ
ろうけれど。（産経新聞，1994. 5. 2，「【テーマ投稿】高齢化社会 いずれは廃家になるだろう
けど」，東京朝刊，オピニオン面．）
その他、「【テーマ投稿】高齢化社会 形見の着物を製本に再活用」（産経新聞，1993. 1. 25，東
京朝刊，オピニオン面）、「【高齢社会】捨てられぬ品々身辺整理に悩む」（産経新聞，2002. 10. 18，
東京朝刊，オピニオン面）がみられた。1990年代から、親の死に直面する遺族である子による遺
品の処理がこのように表出していた。またそれは高齢化社会がはらむ問題の一つとして、言及され
ていた。
一方で、この遺品が問題となる背景には高度消費社会についても考える必要がある。モノの処理
が問題となる背景には、モノの量が増えたことがある。大量生産・大量消費という高度経済成長期
以降顕著な流れのなかでは、そのモノが不要とされたときの処理という問題も同様に拡大する。最
初に「遺品整理」という語を用いた事業者として「キーパーズ有限会社」がある。代表の吉田太一
氏は 1994年に吉田運送を創業、1996年には引っ越しには荷物を運搬するだけではなく、不用家電
品の処分も担うことがあったことから、「ひっこしやさんのリサイクルショップ」を開いた。これ
が遺品整理を専門とする事業体の原型となった。そして 2002年には遺品整理を専門とする「キー
パーズ有限会社」を愛知県刈谷市（当時）に設立した。このように「キーパーズ」の起業のもとに
はまず運送業とリサイクルショップの関する業務設備があった。ここで遺品の処理に活きる遺品の
運搬といった物理的な処分能力を持っていることが重要であったとはいえるが、吉田氏は「遺品整
理専門業」として以下のようにその役割を説明している。
のこ
人が死亡した際に遺される家財道具一式を、遺族に代わって整理・移動・供養等を専門に請
け負う業者。遺品の片付けなど物理的なことだけでなく、遺族へのアドバイスを含め、よき話
相手となるなど精神的なサポート力も必要とされる。核家族化が進んだ現代においては、すで
に欠かせない存在であり、社会的にも広く認知されつつある。ある意味、現代社会が抱える問
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題が作り出した仕事とも言える。（吉田 2011 a : 4）
このように提示された遺品整理業の役割について、以下、さらにみていく。
遺品整理に関する表象にみる遺品の問題
初めて「遺品整理」という言葉を用い業種が表された吉田（2006）氏の出版以降、そのほかの遺
品整理業者らによる出版も続いた（吉田 2010, 2011 b, 2015 a, 2015 b）（内藤 2014）（赤澤 2012,
2016）。
より広く業種が認知されるいたるには、「キーパーズ」をモデルとした、さだまさし（2009）の
小説、およびその映画化として瀬々敬久監督の『アントキノイノチ』（2011，松竹）があげられる。
これには遺品整理作業員と遺族を主なアクターとする遺品整理の場を通じた物語が展開される。同
様のものが、テレビドラマとしてマスメディアにも登場した。「遺品の声を聴く男 死者の謎を宿
したモノ」（朝日放送制作、2009年 5月 16日）は奥田瑛二演じる「遺品整理屋」を主人公に過去 5
作品作成された。そして「遺品整理人 谷崎藍子 5～遺体なき殺人～」（MBS 制作、2015年 7月
27日）は高畑淳子演じる「遺品整理人」を主人公にしたシリーズがある。また漫画についても
『わたしのウチには、なんにもない。』（ゆるりまい 2013）などモノを捨てたい癖のある主人公が祖
母の遺品と対峙することが取り上げられている。これら小説・映画・ドラマ・漫画などには共通し
て、遺品に思い浮かべられる死者の存在が強調される。しかし、そうでありながらも、遺品は誰に
も必要とされないという部分も切り離せないものとして触れられ、その遺品の処理への葛藤が描か
れる。これに対応する形で、遺品整理業はサービスを提供することを求められる4）。
2．遺品整理の資格化
先の章でみた遺品の処理の問題に答えるように、遺品整理という一つのサービスの基準となる形
式があらわれてくる。それは「遺品整理士」の資格化である。2011年にリサイクル会社の経営コ
ンサルタントをしていた木村榮治が一般社団法人「遺品整理士認定協会」（北海道千歳市）を設立
し、同年 11月には法的根拠はないが、認定遺品整理士5）というかたちで資格化が進められていく。
協会の事業内容は遺品整理士の認定事業であり、資格講座を発行し、認定試験の運営を行なって
──────────────
４）一方で、デジタル遺品というように電子端末に残された、あるいはインターネット上のデジタル情報（ネ
ット証券といった金融商品の売買など）への関心の高まりがある（萩原 2015）（古田 2017）。これらでは
遺品に関する別の観点として、経済的価値があるもの「遺産（ヘリテージ）」の問題ともかかわるものと
して扱われ、相続の場面で問題とされている。これらは主にウェブ上やコンピューターのソフトウェア内
のアカウントのような個人単位に管理されるものであり、遺族も把握していなかった契約やデータが死後
明るみになる。
５）この協会は遺品整理に関する資格化に伴い以下について特許庁に商標登録している。「遺品整理士」（登録
第 5514739号）、「遺品整理士認定協会」（登録第 5506775号）、「遺品整理指導士」（登録第 5491091号）、
「管理遺品整理士」（登録第 5816806号）「遺品査定士」（登録第 5824398号）（遺品整理士認定協会，2018，
「協会紹介」，遺品整理士認定協会ホームページ，〔2018年 10月 22日取得 http : //www.is-mind.org/organiza-
tion.html.〕）。
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いる。資格化の動機は 2008年に木村の父が事故死した際に遺品類の処理を地元・小樽市の遺品整
理専門業者に依頼したとき、父親の背広や、少年時代の父親と一緒にいった海水浴や山登りの記念
写真などの遺品類を乱暴に取り扱われたことがもとにあるという6）。木村はその業者にとって「不
用品を処分するというのは仕事です。しかし、私たちにとっては日常ではない。突然、愛する身内
をなくしてしまった遺族なのです」（木村 2015 : 8）と遺品整理における遺族への配慮を指摘する。
木村は「遺品整理士にとって最も重要なことは『遺族に代わって整理をさせていただく』」、（Ibid. :
14）と説明する。協会は資格を取得するにあたって「“遺品整理”を“遺品の処理”と捉える傾向
にありますが、生前使用され、故人の想いのこもった品々を“供養”という観点から、取り扱い方
法について学ぶことができます」7）と強調するように、遺品に死者を積極的に想起するよう示して
いる。
一方で、この資格化には、それまでに廃棄物処理業者やリサイクル業者、運送業者が、遺品を不
法投棄することや、高額料金を請求するトラブルが多発するなどがあり、ここで業界の健全化を図
ることも目的の一つであった8）。この協会の「遺品整理士養成の養成理念」には「業務を事業とし
て代行するにあたっては、より法規制に遵守した形で行っていくこと」と記されている9）。協会は
遺品整理に関係する法令は、「古物営業法」、「廃棄物処理法」、「家電リサイクル法」、「小型家電リ
サイクル法」、「運送法」等にあたるとしている10）。このような法制度の関心は高まっており、現在
では遺品を処理する上での専門書が登場している（阿部 2015）。
この認定遺品整理士の資格を得るには、この協会が作成した養成講座のテキストや DVD で孤独
死問題や廃棄物処理法や家電リサイクル法などの法規制、遺族への接し方などを学び、リポート試
験に合格する必要がある。認定料込みの受講料に 3万円とし、この遺品整理士の認定数は 2016年
には全国で 13600人となっている11）。「遺品整理士」の資格化により、元々、廃棄物処理業者、リ
サイクル産業の関係者でなくとも、当資格をうたうことで専門性を持つ事業者としての起業が可能
となった。
この資格化により業務の一定水準が示された。ここでは、遺品整理業に期待される役割が遺品の
運搬といった物理的な遺品の処分に対する能力だけでなく、家の中に立ち入り、遺族や不動産業者
ら遺品整理の依頼者を前にして遺品を扱う「遺品整理」という作業の技を習得することが重要とな
っている。それは遺族への配慮として遺品に死者を見出しつつ作業を行うということが一つにあ
──────────────
６）遺品整理士認定協会へ電子メールでの質問調査を 2016年 7月 4日に依頼した。協会からの回答の返信は
2016年 7月 6日に受け取った。ここでは、「なぜ資格化を勧めたのか」ということについて、筆者が用意
した質問項目への回答から要約したものを載せている。
７）遺品整理士認定協会，2018，「遺品整理士の活動」，遺品整理士認定協会ホームページ，（2018年 10月 22
日取得 http : //www.is-mind.org/about.html）．
８）遺品整理に関するトラブルについては「遺品整理：トラブル増加 業者倍増、高額請求や形見廃棄」（毎
日新聞，2013. 11. 19，大阪夕刊，11頁，社会面．）、「所沢の産廃施設で 1000万円 持ち主は死亡女性 遺
品整理で誤廃棄…」（読売新聞，2006. 12. 27，埼玉，東京朝刊，埼玉南 27頁 3段．）などにみられた。
９）遺品整理士認定協会，2016，「遺品整理士の活動」，遺品整理士認定協会ホームページ，（2016年 7月 5日
取得 http : //www.is-mind.org/about.html）．
１０）遺品整理士認定協会，2016，「遺品整理のご依頼の流れ」，遺品整理士認定協会ホームページ，（2016年 7
月 5日取得 http : //www.is-mind.org/offer.html）．
１１）北海道新聞，2016. 4. 19，「生前整理は親の思い生かして」．
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る。またその一方で、遺品の処分における廃棄物法制への準拠が求められている。
3．「キーパーズ有限会社」への調査12）
次に、遺品整理業者への調査から、彼らの遺品の取り扱いについて、図とともにみていく。ここ
で「キーパーズ有限会社」を事例に取り上げるが、先に示した「遺品整理士認定協会」とは事業間
の関係はないことをことわっておく。
図 213）にある車両は、遺品整理の行われる作業現場に向かい、業者が引き取ることとなった遺品
を運搬するものである。図 3に示された鉄くずのように、業務の依頼者から手放された遺品のなか
に廃棄物として処理されるものもある。これらは自治体の廃棄物処分の条例にのっとり、分別が行
われていた。図 4も業者が依頼者から引き取った遺品であるが、家電製品や家具といった遺品はそ
のものの使用時における機能が損なわれず保持されていれば、業者によってリユースやリサイク
ル、またボランティア活動等にもちいられる。
図 5は依頼者から供養を施すことを業者に託された遺品である。これは「供養品」と呼ばれてい
る。遺品の処理における技術としての供養が用いられているのであるが、僧侶を招き、祭壇（図
──────────────
１２）調査日は 2018年 3月 5日である。
１３）図 2～6まで筆者撮影（場所：東京「キーパーズ有限会社」）。撮影日 2018年 3月 5日。
図 2 業者の作業用車両 図 3 廃棄される鉄くず 図 4 リユースの対象となる遺品
図 5 供養用に仕分られた遺品 図 6 吉田氏と供養用に設けれられた祭壇
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6）の前で合同供養が行われる。これは依頼者が遺品を手放すうえで、遺品をただのモノとして扱
うための儀礼をもちいた解決手段である。このような活動業務がみられるなか、吉田氏への聞き取
りにおいて言及されたことに「遺品にかつての所有者の生き様が見える」14）ということがあった。
この業者の会社倉庫には、依頼者から業者に引き取られた遺品である家財道具が並んでいた。使い
古された形跡のあるこれら遺品の様子からは、かつての所有者との生活がそこにはあったことが分
かる。しかしながら、手放されてきたそれら遺品を新たに預かる者として遺品整理業はある。
キーパーズの「遺品整理」における契約
ここで、「キーパーズ」において明文化されている契約文書『お見積書』15）における「遺品（家
財）売買契約事項」をみていく。『お見積書』は「キーパーズ」と遺品整理の依頼者が交わす契約
書である。「本契約書において、故人の残された遺品を整理するにあたり、遺品を売却して頂き、
所有権を移行して頂く必要がございます」とあるように、まず処理の対象となる遺品の売買が業者
と依頼者との間で行われる。業者は遺品を買い取ったうえでそれらの処理をすすめていく。この依
頼者からの遺品の売却料金は、実質、業者の遺品整理というサービスによる作業料金を含む合計請
求代金の中で相殺される。ここで売買される遺品は「故人所有動産」と呼ばれる。しかし、「遺品
整理」を前にした売買の対象とならない遺品の 3分類（『遺品売買契約約款』16）より）が次のように
ある。
1）「形見品」・・・依頼者が形見品として指定した動産（遺族に継承される遺品）
2）「現金、貴金属、有価証券など」・・・法律上相続税の対象となるモノ（発見した場合には
依頼者に返却）
3）法律で売買が禁止されているモノ、及び劇薬、火薬類の危険物など業者が買い取りを拒否
したモノ
上記の 3分類以
 
外
 
の
 
も
 
の
 
が、「キーパーズ」においては「遺品整理」が可能な「遺品」とされる。
遺品の売買を介し、業者が引き取った後は、先に図とともに示したように業者はそれらを分別し、
リユース品・リサイクル品、ボランティア活動による寄付などに活用し、残った遺品は市町村の指
定収集業者に廃棄処分を依頼する。
これら現地調査から得られた知見として、次の 2点を挙げることができる。
①「形見品」として遺族に継承されることもなく、また現金、貴金属等、相続に関する法律の
範疇にもないものがあること。そしてそれらが契約上の遺品整理の対象である遺品となってい
る。
②この遺品の売買契約とともに遺品整理業者が遺品を引き取り、遺品の新たな所有者となって
──────────────
１４）2018年 3月 5日吉田氏への聞き取りから。
１５）2018年 3月 5日「キーパーズ有限会社」への現地調査より取得。
１６）2018年 3月 5日「キーパーズ有限会社」への現地調査より取得。
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いる。引き取られた後に行われる作業であるリユース・リサイクルなどいわば新たな所有者探
しも同様に遺品整理業の役割としてある。
むすびにかえて
以上、遺品整理業の登場とともに、遺品の処理という問題があらわれてきたことについてみてき
た。ここで遺品は一元的に遺族が継承する価値があるものとしてあるのではなく、その価値のない
遺品を社会的にどう処理するのかが問題となっていることをみることができた。
またこの遺品の処理の産業化においては、廃棄物法制に準拠しつつ、供養する祭壇を自社に設け
ることや遺品の売買契約の明文化にみるように、「遺品整理」という一つの新たな文化的側面が創
出されている。これには、処理される対象である遺品の特殊性について考慮しておくことがある。
それは死者と遺品はともにあるということである。業者では、これら遺族に継承されることのなか
った遺品をただ廃棄物として処分するだけではなく、供養する技術を用意していた。遺品には死者
の姿が見出されつつも、供養によって遺品自体とともに片付けるのが遺品整理であり、それも遺品
整理業の期待される役割の一つであった。
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